
イ

五
五

『
が
あ
っ
た
。
草
入
郎
は
切
阪
L
、
喜
助
は
枝
豆
れ
て
ゐ
る
。
思
考
誌
の
父
で
あ
ら
う

。

の

著

聞

す

る

士

を

訪

う

て

金

高

う

た

が

、
符
に
筑
一
上
し
て
今
僅
に
残
れ
か
o
普
富
に
英
霊
宗
の
古
」一

を

陸

れ

て

都

古

川

む

し

た

。

一

イ
ハ
キ
セ
イ
ゴ
ロ
ウ
岩
按
清
五
罰
則
諭
は
氏
、

一
前
の
勉
弁
道
殺
を
寧
ん
で
之
に
師
事
し
た
。
安
氷
二

一
利
十
四
タ
寺
あ
り
o
皆
白
焼
山
と
鋭
す
0

』
と
あ
白
、

弓

イ
ハ
ガ
フ
チ
ケ
ン
カ
キ

岩
淵
喧
嘩
記
一

加。

一
文
前
に
作
る
。
芋
は
恭
候
、一

宇
は
公
一
昨
O

穆

m
-忘
一
年
家
を
弟
泊
五
郎
に
説
。
、
五
年
五
且
M
H
七
日
夜
し

一
諮
寺
に
は
多
数
の
古
寄
港
献
を
昨
日
す
る
。

一文
政
元
年
四
且
十
四
日
の
組
中
岩
ケ
淵
の
む
仰
に
脱

一
我
山
日
主
人
-一般
川
的
人
、
又
は
秋
曲
時
間
と
加
し
、
岩
城

一
た
。
享
年
四
十
四
o
部
訟
宗
光
。

一

イ
ハ
タ
ラ
シ
ョ
ウ
ス
ケ

岩
倉
庄
助

御
歩
か
ら

一い
て
、
立
文
十
三
年
九
」
1
二
践
で
あ
っ
た
木
村
山時
兵

一
務
以
の
弟
で
あ
る
o
泊
以
郎

十
段
に
し
て
告
を
縦

一

イ
ハ
キ
ワ
ケ
オ
ウ
右
域
別
玉

石
鍋
別
命
の
御

一
御
帥
問
所
御
歩
円
相
目
と
な
り
、
冗
政
二
年
小
聞
と
し
て

街
の
口
辿
を
聞
い
て
部
い
た
の
だ
と
い
ふ
o

一
み
、
総
帥
人
に
絶
し
た
。

十
九
μ
此
京一
に
泌
び
、
岡
山

一
子
O

雌
略
天
畿
の
御
代
に
於
い
て
羽
咋
の
凶
諮
に
任

一
百
討
を
受
け
、
文
化
元
年
制
外
に
挺
し
た
o
子
原
悦

イ
ハ
ガ
ξ

岩
紳

白
山
犯
に
出
山
九
加
の
小
榊

一
駒
に
従
ひ
、
次
い
で
笹
川
紋
附
に
附
思
し
、
安
武
二

一
ぜ
ら
れ
た
。

一
間
滞
に
仕

へ
る
o

を
思
げ
て
、
『
岩
榊
、
rJお
谷
ュ
在
ν

之
o
』
と
記
し
て

一
年
ニ
イ
七
H

叫
に
し
て
比
の
後
を
嗣
い
だ
o
泊
五
郎
の

一

イ
ハ
キ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
オ
ン
ハ
カ
右
披
別
命
御

一

イ
ハ
タ
ラ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
石
倉
比
古
神
社

関

ゐ
る
が
、
腹
絶
し
て
所
在
は
出
か
で
な
い
。
脂
製
待

門
Am
は
抑
制
世
の
総
出
を
梁
と
し
た
が
、
住
て
之
を
約
し

一
墓
↓
ハ
ク
ヒ
ノ
コ
フ

y

割引咋
の
古
墳
。

一
京
都
問
問
附
に
在
る
。
式
内
等
一
向
枇
認
に
、
『
石
合

は
、
白
山
富
斑
川
間
都
中
記
録
一
止
中
二
年
の
僚
に
町
内
製
，

-
て
大
坂
に
赴
い
た
時
、
例
桁
の
昇
降
す
る
に
際
L
、

一

イ
ハ
ク

意
伯

本
願
寺
糾
如
か
ら
六
代
の
孫
。

一
比
古
神
社
。
式
内
一
枇
。
時
同
村
岩
先
山
銀
座
。
郷

在
家
と
あ
り
、
元
利
近
年
淀
川
A
三
輪
芯
聞
の
刊
誌
に

一
利
す
る
出
迎
だ
多
か
っ
た
の
で
、
一
泊
五
郎
一
は
邸
州
加
の

一
そ
の
系
は
都
知
三
男
茎
叫
・
祐
医
・霊
平
・
脱
出
・
二

一
内
十
八
簡
村
山
附
枇
o
別
抱
一
例
脳
血
一
白
焼
山
円
安
主
寸
目

白
山
富
尻
村
培
J
M
h

場
村
と
あ
る
も
の
で
、
そ
の
由

一
後
怒
く
之
を
お
容
の
版
戸
に
頒
っ
た
。
天
川
の
初
、

一
男
窓
仰
と
趨
ぐ
。
臨
済
宗
に
院
し
、
加
到
停
鮫
寺
金

一
と
い
ふ
が
、
宕
九
日
山
と
す
る
の
は
山
抽
出
の
窓
で
あ
ら

山
富
尻
村
は
今
の
石
川
部
白
山
村
で
あ
る
と
い
」
が
一
所
口
の
市
与
を
川
県
山
に
似
へ
、
凡
そ
お
怠
を
町
向
ぐ
者

一
剛
院
に
位
し
て
商
援
と
蹴
し
た
。
永
一
脚
一
均
年
八
月
二

一
ぅ
。

主
芸
名
跡
士
山
に
、『
此
村
に
岩
岳
民
の
紳
枇
立

紋
に
、
馬
場
村
は
そ
の
村
内
の
小
名
な
る
べ
く
、
そ

一
は
、
白
米
皆
川
市
』
郎
を
絞
闘
し
た
が
、
自
今
直
後
滞

一
十
九
日
寂
、
四
J
1
入
歳
。

一
ち
給
ふ
o

御
柳
純
白
山
械
到
也
o
紳
士
山
刷
畑
山
町
民
也
。

こ
に
端
が
あ
っ
た
か
ら
地
，M
m
潟
村
と
も
宮
は
れ
た

一
に
版
以
ず
る
こ
と
を
泊
す
べ
し
と
告
げ
た
に
、
約
民

一

イ
ハ
テ
ラ
ゴ
エ
岩
倉
越

臥
主
郡
山
町
公
山
は
恕

一
近
郷
の
世
間
祉
に
て
、

χ
元
奇
跡
と
て
削
の
中
に
記
。
。

の
で
あ
る
。
今
耐
中小川
よ
り
向
山
比
吋
榊
耐
に
行
く

一
は
皆
山
山
内
如
く
に
せ
ん
こ
と
を
印刷
う
た
o
是
よ
り
約

一
設
に
突
出
す
る
岩
山
で
、
こ
れ
を
辺
地
す
る
滋
は
一
一
一

一
岩
倉
山
は
此
の
拍
の
山
也
O

』
と
見
え
る
o
こ
の
制
枇

街
角
か
ら
、

一二
帝
国
山
村
山
方
な
る
枇
訟
の
自
宅
を
パ

一
五
郎
の
令
名
従
馳
せ
、
途
に
黙
し
て
閉
口
の
賢
人
と

一
筋
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
非
情
の
雄
前
で
あ
る
。
そ
の

一
は
今

T
P
P州
枇
と
抑
制
す
る
。

Y

パ
と
言
っ
て
ゐ
る
o

む
紳
は
有
制
で
あ
ら
う
。

一
い
ふ
に
京
っ
た
o
桜
之
を
聞
い
て
五
年
そ
の
慌
役
を

一
う
ち
本
道
を
岩
危
避
と
い
う
て
、
四
時
凶
岩
お
寺
の

一

イ
ハ
タ
ラ
ヤ
マ

岩
念
山

悶
京
掛
川
問
時
附
の
京

イ
ハ
ガ
Z

岩
上

能
美
榔
斡
お
畑出
に
腿
す
る
部

一
一泊じ
、
監
併
の
班
に
列
し
た
。
入
年
五
月
奴
、

苧
年

一
脇
か
ら
越
え
る
。
時
凶
か
ら
珠
洲
榔
混
揃
ま
で
二
粁

一
方
に
在
る
o
お
さ
三
五
七
米
o
山
畑
山
石
英
和
部
結
o

w
問
。
郷
村
名
義
抄
に
は
、
こ
の
村
の
上
に
大
岩
が
あ

一
四
イ
一
一
。
法
訟
宗
五
。

七
胎
の
閥
郊
尼
ゲ谷
に
持
つ

一
七
許
。

一
能
営
名
跡
芯
に
、
『
東
に
高
山
あ
り
。
岩
食
山
と
い

る
か
ら
曲
名
が
起
つ
た
と
い
ふ
が
、
岩
御
が
四
位
じ
た

一
た
。

一

イ
ハ
テ
ラ
ジ

岩
倉
寺
金
持
上
石
引
附
に
在
つ

一
ふ
O

海
中
へ
さ
し
出
る
肌
し
き
践
山
也
。
則
石
企
比

と
す
る
説
が
よ
い
。
能
央
郡
名
悩
誌
に
、
こ
の
村
の
↑

イ
ハ
キ
セ
イ
ゴ
ロ
ウ

岩
城
湾
豆
郡

腿
陪
榔
七

一
て
、
阪
庇
山
と
観
し
、
提
言
宗
に
印
刷
す
る
。
元
和
三

一
古
訓
枇
也
云
々
。
総
じ
て
此
一二
(
上
中
下
〉
川
野
の
郷

烏
帽
子
岩
は
高
さ
十
泊
附
訟
で
、
古
へ
そ
れ
を
耐
と

一
路
の
入
。
脱
抑制
の
後
を
製
ぎ
、
統
を
閥
均
と
い
っ
た
。

一
年
前
宥
狐
建
立
し
、
前
倒
利
市
よ
り
寺
地
を
闘
は
っ

一
に
間
宗
の
寺
十
凶
ヶ
寺
ぁ
。
。
残
ら
ず
岩
危
寺
と
い

し
て
紀
っ
た
と
い
ふ
。
加
到
芯
微
に
は
、
そ
れ
を
向

一
家
識
を
附
4
出
に
芯
し
、
持
文
を
普
く
し
、
文
政
七

一
た
。
大
型
寺
侠
利
明
も
、
亦
幼
時
こ
L
で
泡
む
の
一耐

一
」
也
。
川
名
前
氾
に
あ
る
宮
城
山
是
也
。
深
山
木
山

山
九
腕
の
中
な
る
射
訓
だ
と
し
て
ゐ
る
が
、
治
ら
な

一
年
以
降
制
山
陽
に
師
。
し
、
父
篠
附
小
竹
と
交
つ

一
訟
を
行
は
れ
た
か
ら
、
特
に
懇
志
を
以
て
越
せ
ら
れ

一
と
も
い
へ
り
o
』
と
あ
る
が
、
宮
城
山
V
〈
は
深
山
木
山

い
や
う
で
あ
る
o

一
た
o
M
柄
稿
、
そ
の
虹
閉
鎖
も
一
犯
の
風
析
を
術
へ
て

一
た
と
い
ふ
o

一
と
い
ふ
こ
と
は
悦
は
し
い
。

イ
ハ
キ
シ


